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②百済 日983] 「妙法蓮華経玄賛のウイグル訳断片」（護雅夫編『内陸アジア ・西アジアの社会と文化J
山川出版社、 1983年6月、 pp185-207). 
③百済［1988] Uigurische Fragmente eines Kommentars zum Saddharma戸間uj.ari.ka-Szitra.Der tur 
kische Buddhismus in der jaj)anischen Forschung, herausgegeben von Jens Peter Laut und Klaus 


















「資料｜。 第二次ドイツ探検隊 (1904-1905）はトルファン地方ヤルホト地区 ［Turfanの西方
Yarxoto 百済 [198051］］で一巻のウイグル字巻子本 （29×212cm）を収集した（3）。この巻子 （T
I Y 21)には表裏に別筆のウイグル字で別個の仏典的内容が書写されており，これを解読した









寸法は30.0×14.0cm前後である。この種の写本は スト ックホルムのEtnoiuafiskaMuseet I民
俗学博物館］所蔵のスエーデン隊将来資料 ［ヘデイン ・コレクション・百済 [1983:186] l _i:E_ζ主主














に改めた ｛百済［198:52] l，パリのギメ美術館に蔵される資料 ［資料I丙lである。」（百済日90:
1-2]) 





②資料区分 （資本I・I 1点、資料I 40点〔甲 l点、乙 32点、丙 7点〕、資料II: 
2点）、③現所在地、④写本（搬影）番号、⑤寸法、 ⑥形状 ・現形、⑦Leafno. Vol.-Fol. （資
料Iのみ）、③漢文テキストとの対応関係 （巻 －品、比定）、⑨朱書き経文の有無 （資料I
のみ）・『妙法蓮華経』（以下 『妙法華』） との対応関係、 ⑩百済論考での出典 （Romanize・ 
解読 ・図版）
No. 資料区分 現所在地 写本 （；最影）番号寸法 （cm)
1 Staatsbibliothek zu Berlin Mainz 732 29×212 
2 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 48 unknown 
3 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 56 unknown 
4 I乙 Unknown (Han巴daUig. Photo) No. 64 unknown 
5 I乙 Unknown (Haneda Uig Photo) No. 62 unknown 
6 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 55 unknown 
7 I丙 Musee Guimet (Paris) No. 63322 A 30. 0×14.9 
8 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 51 unknown 
9 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 58 unknown 
10 I丙 Mus白 Guimet(Paris) No. 63322 B 29.5×13.7 
11 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 69 unknown 
12 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 54 unknown 
13 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 44 unknown 
14 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 50 unknown 
15 I丙 Musee Guimet (Paris) No. 63322 C 21.0×13.4 
16 I E~ Etnogr叫1skamuseet (Stockholm) Hedin Uig. Ms. 30.2×14.0 
No. 41 
17 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 49 unknown 
18 I丙 Musee Guimet (Paris) No. 63322 D 30.0×13.0 
19 I IL Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 75 unknown 
20 I丙 Mus白 Guimet(Paris) No. 63322 E 30.0×13.9 
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21 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 61 unknown 
22 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 46 unknown 
23 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 47 unknown 
24 I丙 Musee Guimet (Paris) No. 63322 F 28.0×14.0 
25 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 45 unknown 
26 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 73 unknown 
27 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 57 unknown 
28 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 65 unknown 
29 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 60 unknown 
30 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 59 unknown 
31 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 67 unknown 
32 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 63 unknown 
33 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 52 unknown 
34 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 68 unknown 
35 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 70 unknown 
36 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 53 unknown 
37 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 66 unknown 
38 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 71 unknown 
39 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 72 unknown 
40 I乙 Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 74 unknown 
41 I丙 Musee Guimet (Paris) No. 63322 G 29.5×13.8 
42 II Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 34 unknown 
43 II Unknown (Haneda Uig. Photo) No. 29 unknown 
Leaf no 『玄賛』（T.34) No 形状現形 Vol.-Fol. 巻 －品 比定
1 巻子本 (129行，現在四分）， none 一末 ・序品 662a20-c5 
草書体
2 貝葉形紙本 （表裏各面8 IV-36 二末 ・序品 688b29-c6 
行），梢書体，上部VJ存
3 上部VJ存 IV-60 二末 ・序品 689c9 13 
4 中部%存 町lissing 二末 ・序品 689c29 690a4 
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5 中部L生存 ロ1issing 二末 ・序品 690a4-6 
6 上中部%存 missing 三本 ・方便品 695al9 24 
7 上部両端の一部を欠く IV-291 三本 ・方便品 cf. 695al8 
8 上中部%存 IV-309 三本 ・方便品 695bl9-22 
9 上中部%存 V-17 三本 ・方便品 696b22-28 
10 ほぼ完本 V-77 三本 ・方便品 700b3 8 
11 下部y.存 ロ1issing 三本 ・方使品 700b23 27 
12 上中部%存 V-86 三本 ・方便品 700cl7 20 
13 左二行欠 unknown 三本 ・方便品 70lc13 15 
14 上部%存 V-115 三本 ・方便品 703a9-16 
15 上部過半分を欠く missing 三末 ・方便品 706c7. 707a3 7 10 
16 完葉 V-182 三末 ・方便品 706a21 25 
17 上部%存 v 209 三末 ・方便品 707bll 17 
18 上部右端を欠く v 212 三末 ・方便品 707b26 c3 
19 上左部欠 [V-213] 三末 ・方便品 707c2-9 
20 上部右端を欠く v 226 三末 ・方便品 708b2 8 
21 中下部%存 [V-227] 三末 ・方便品 708b6-9, 14,27 
22 上部Y:i存 [V]-256 三末 ・方便品 709bl6 18 
23 上部%存 [V]-264 三末 ・方便品 709c21 28 
24 上部左端 ・下音［）を欠く v 296 三末 ・方便品 7llb23-28 
25 上部%存 VII-103 五本 ・警l除品 743cl3 16 
26 上部%欠 m1ssmg 五末 ・誓l除品 744c21 24 
27 上部%存 VII 163 五末 ・害防品 746a8-12 
28 中下部%存 日1issing 五末 ・警H食品 746b25 29 
29 上中部%存 m1ssmg 五末 ・誓H除品 746c21 27 
30 中部Y:i存 missing 五末 ・警l除品 748a20. 27,b3, 10,21 
31 中下部%存 m1ssmg 五末 ・警聡品 748cl4 17 
32 上中部%存 m1ssmg 五末 ・警聡品 748c24 25 
33 上中部%存 ?_?37 五末 ・誓l験品 750bl8 23 
34 下部Y:i存 ロ1issing 五末 ・警H除品 75lb24 29 
35 下部Ys存 missing 五末 ・誓l総品 cf. 756al3 
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36 上中音fB生存 missing 未比定 未比定
37 中下部%存 missing 未比定 米比定
38 下部Ys存 missing 未比定 未比定
39 中下部%存 m1ssmg 未比定 未比定
40 中下部Y2存 missing 未比定 未比定
41 ほほ完本 none colophon colophon 
42 貝葉存形），紙本体（表，左裏部各%面（13行 non巴 六本 ・警｜除品 761c2 14 残 ，精書二 ？）存
43 左部%（？）存 none 九本・安楽行品 824b29. ell. 17. 19. 





none 80: 52-57 80: 57 65 80: 45 48 
7 none 90: 4 5 90: 5 90: 18 19 
10 none 90: 5 6 90: 6 7 90: 20-21 
15 6bl6-25 90: 7 8 90: 8 90: 22 23 
16 6b2-4 83: 189 90; 8: 40 83: 190 91; 88: 41 83: 206 07; 8: 102 
41 42 
18 none 90: 9 90: 9 10 90: 24-25 
19 none [90: 10] [90: 10] none 
20 none 90: 10 11 90: 11 90: 26 27 
21 7a5-8 83: 193 94; 8: 43 83: 194 95; 8: 44 88: 104 
22 7al2 14 non巴 none none 
23 7a20-21 none none none 
24 none 90: 12 90: 12-13 90: 28 29 
25 llc21 27 none none none 
26 12b7 11 83: 191 92; 88: 42 83: 192 93; 8: 42 88: 103 
43 
28 12bl7-18 none none non巴
29 12bl9 20 none none non巴
30 12b27-c6 none none none 
31 12c8 11 none none non巴
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35 [13cl6-l 7] none none none 
36 未比定 none none none 
37 未比定 none none non巴
38 未比定 none none none 
39 未比定 none none none 
40 未比定 none none none 
41 colophon 90: 13 90: 13 90: 30 
42 none 83: 195 96; 8: 44 83: 196 97；・8:46 88: 105 06 
45 




ただし、未解読の31点すべてが羽田写真資料 （資料H乙 32点〔HanedaUig. Photo Nos. 







































c ［資料総覧No.21）では、 ・-r6に続くべき経文三倍 （⑫p6c28 7a4）とその賛 （③p708blC-
13）、大正蔵経本にして十行分は省略されている。さらに後続のウイグル訳経文r6-v8は、漢本
では二分段されている文 （＠p708bl4, 27）を一個所にまとめて訳したものである。さらに資料
I No. 59 ［資料総覧 No.30）と資料IIINo. 29 ［資料総覧No.43）は経文の引用のみで成っているが、











































一本 （1 ) 
























































⑥増補 「例えばNo.44 ［資料総覧 No.13］では、原文「迦留陀夷埋足糞壊」について迦留陀
夷（Skt.Kalodayin , Uig. kadotayi）の事跡をウイグル文で七行、また後続の 「驚掘魔羅獄火
焚身」については驚掘魔羅 （Skt.Angulimala , Uig. angulamali）の説話を三行以上付加してい
る。－中には教義的な補足説明に至った個所もあり、仏教学的にも興味深い0 ・・・右のよう な増
補は読者の理解を助けるための補足であったのだろう。J（百済 [1983:199]) 
⑦誤解 「ウイグル訳者あるいは書写者の誤IWと考えられる個所が文例D ［資料総覧 No.42] 
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3.2 訳出の背景
③出土地 百済氏は研究の初期段階では 「資:f~I-Iはヤルホト出土 ［トルファン地方であり ・百





















印版のVol.107 p. 4 1 5～7で，主弘呈旦 「如是我間，生信也。信受奉行，生智也， 信為能入，
智為能度。信為入法之初基，智為究寛之玄術」 （Tp. 662al6 18）を訳した後，大正蔵にして
約50行を省略し，「如是之言，依四義転－• • J (p. 662c7 f.）の訳へ移っている。当UiR:.本が抄


























ただ 「資料Iは冒頭 （一行日）で ［以下の本文 ・和訳は、百、消［198052. 57］による］
本文
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1 . bars yl onunc ay toquz otuz-qa亘昼亘主立主止亘tapsizbolmis ta 
2 mn tam [u] r aav-a ada-si kic;lip tark tavraq ongadzun saqincm 
3. bo法華経 sudurardini ning §uu king y9rugin oqiyu tagintim了也 善哉
和訳




(1) On the 29th (day) of the 10th month in the Tiger year, when Adas Qaya became 
indisposed. (2) I’Ta [mu] r Qaya’一wishingthat his danger may go away and he ma y 
recov巴rsoon and quickly一－ (3) have ventured to recite this COMMENT ARY or 
M巴aning”ofthe SADDHARMAPUNI)ARIKA一SUTRA.COMPLETED. GOOD! 
注解




























「この疑問については，1983年の拙論 ［百済［1983201-02] lで， 先学の研究成果をふまえて
おおよそ次のような仮説を提示しておいた。
窺基の著した 『玄賛Jは，『法華経』注釈書としては，中国内地において正統的とは言いが
たい。ところが，敦慢の書窟（現代の第17窟） 発現の漢文 『法華経』注釈書類のうち，4割は 『玄
賛jと 『玄賛』関係のものであって，しかも8世紀中頃以後になると『法華経』注釈書のほと
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イグル仏教の 『法華経』 研究～信仰の在り方に影響を与えたのではないか，という趣旨の仮説
であった。敦士皇仏教は，かの有名な書窟の封閉（11世紀前半）をもって終駕を迎えたわけでは








①森宏一日982] An Uigur Buddhist’s leter of the Y Lian Dynasty from Tunーhuang敦埋 （Supplement
to“Uigurica from Tun huang”） • Memo£rs of the Researh Deρartment of the T6y6 Bunko. No. 40. 
1982, pp. 1 18. 
②森安 [1983] 「元代ウイグル仏教徒の一書簡一一敦慢出土ウイクツレ語文献補遺一一」（護雅夫編 f内
陸アジア・酋アジアの社会と文化j山川出版社、1983年6月、pp209 231) 
③森安［1985] 「Iウイクール語文献」（LIJ口瑞鳳責任編集 『敦士皇胡諾文献 （講座敦煙6)j大東出版社、
19851'.J三8月、pp1-98) 
P. 4521の裏表紙位。に元代ウイグル仏教徒の一書簡が隠されていたことが森安［1982;83; 85] 
によって明らかとなったω。以下森安氏の訳文 （森安 ［1983211 13: 85 98］）を引用する。
1. .. （相手に対する挨拶） 2.・・ー ・・…ーー 君 は。私SY’N闘は （以前に）
会った時のように四 （または九）(/I I I I I I!! I I I I ls (a) n m (a) n SY’N kormis-taki－〔t〕at 
〔orti.inc, oquzunc〕） 3.月二十何日までは元気で、やっています。〔以下空白）4.さて申し上
げます， AlpQaya124l法友に。君にも・・ ・ー （は？） 5.きれいな手仕事を見つけた。生まれた
ら死ぬべきは現世 6の定めである。君にそのよう な仕事を見つけーー 7私にもそのよう
に見つけた。何をすべき－ ...。8.また申し上げます， AlpQaya法友に。君は沙州にい
るくyanasoz i.im (llp q (a) y-a nomdas-qa s (a) n sacu-taki) 9. Yoqayのなし終えた こと
（る） なし終えてないことを申告〔させ〕，・ •• • 10.の力で，返答がたとえどうであれ，そ
れを私に 1.〔告いてつ〕送れ。怠慢になるな。QuliTu・ ・・ 12.馬が残っていて繁殖して
いる。経典を読んで、いるの 13.か，いないのか， （いずれにせよ）それらを私に一一 14. 
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送れ。他の用件があるなら君は手紙を 15.送るがよい。また申し上げます，AlpQayaにO
Buyan Tamur・・・0・e・e・16.一つの完全なC'KY凶石の付いた中国の （tavyac）・・・一一 ー 17
・・一部の法華経の注釈書，一つの・0・0・0・ー （KWYL’Nbir vuu vapquaki~~－ning aCiji i~ 

















(4）「W Bang A. von Gabain, Turkische Tu物件TexteV [SPAW 1931, p. 323 356] (Berlin 1931) 
Sprachwissenschaftliche Ergebnisse der Deutschen Tzo：伽ForschungI (Leipzig 1972) p.99-132.」（百
済［1990:16 (n 2)]) 
(5）「裏面冒頭には，本文と無関係な「これは；少州の紙である」という Uig文が記され，紙質は“かなり
繊維の粗い紙 （ziemlichgrobfaserige Papier）”である。この粗悪紙がその記事の如く沙州 敦煙産の紙
であることは， 一紙の寸法が書物用の小尺ではなく 通常の尺に依った l×1.5尺である点からも確めら
れる。藤枝晃博士の研究で明らかにされたように ［藤枝晃 『文字の文化史j（岩波書店 1971)p 151・
百済日98051(n3）］］，この種の紙は8世紀後半に吐蕃（Tibet）族が敦燥地方を占領して以後のもので。
中囲内地産上質紙の輸入が困難となったため敦士事で白産されたものである。」（百済［198051]) 
(6) 「「ウイグル訳 I妙法蓮華経玄賛J(1）」 f仏教学研究J36 (1980) p.49-65」（百済［1990:16 (n 3)]) 
(7) 「資料I乙は、故羽田亨教授が保管されていたウイグル資料の焼付写真集に見出される三二葉分 ・六





(8) 「妙法蓮華経玄賛のウイグル訳断片」 『内陸アジア ・西アジアの社会と文化』（1983)p 185 207.」（宵
i野［199016 (n 4)]) 
(9）「“UigurischeFragmente eines Kommentars zum Saddharmapui:ii;!arika S白tra"',Der tzirkische 
Buddhismus in deηゅanischenForschung, herausg. von JP. Laut-K. Rohrborn (Wiesbaden 1988) p 
34 55, Facsimiles: 102-106.」（百済 [1990:16 (n 5)]) 
(10) 「資料Iにあたるストックホルムの民族学博物館ならびに羽問写真資料中に見出だされる計33葉と，
貝業形紙本 ・紙質・寸法 朱書きの界線と紐穴円形 界線と円形の比率 ・書体 ・片面8行書きなどの点
で全く同じ特徴を示す写本断片」（百済［19902]) 
(1）百済氏は羽田写真資料中、 3点 （Nos.34, 61. 73）の図版を公開するにあたり、羽田明氏の許可を得て
いるようである。cf.百済［1983:186] 
(12）「K凸giKudara. Aρrovisional catalogue of Uigur manuscriptsρ開servedat the Ethnographical Museum 





かった。」（百済［1983:205 (n 10)]) 
(I司「Dampa!Ji chosρu17cja-ri-ka!Ji hgrel pa Tohoku No. 4017. Otani No. 5518.J （百済［1980:52 (n. 4)]) 
(16）「山口益 「チベット仏典における法華経一一法華玄賛のチベット訳本について一一」（金倉円照編 f法
華経の成立と展開j 平楽寺書店1970)p 675任」（百席、 [1980:52 (n. 5)]) 
(Iカ AbdurishidYakup （阿不者［I熱西提 ・亜庫甫） rstudies in Some Late Uighur Buddhist Texts 
Preserved in Russia （ロシア所蔵後期ウイグル語仏典の研究）J （京都大学、2000年9月）参照。
(18）「手近な紹介については、議雅夫「（資料紹介）ウイグル語訳金光明最勝王経」 『史学雑誌』 七一編九
号（一九六二）六六一八一頁を見よ。J（百済 ［1983:205 (n 14)]) 
同 ウイグル文書のなかには、「寅年」を記すものがいくつかみられる。例えば、Or.8212-109 （至元卜O
年虎歳日350］六月四日・森安 [19855］）、 Or.8212 161 （虎年二月十五日 ・森安 [1985:33］）、TM14 








〔補註〕を見よ。」（森安［19857］）、「ウラ表紙ー 一葉 （cf.Tekin. Tafel 41右＆42）。 反故になったウ
イグル文の文書と別の薄手の内紙 （二枚？）をノリで・)1,ljり合わせて厚手にしたもの。ウイグル文の大部
分は光線に当てて透視しないと見えないが、一部（紙が本の大きさよ り大き くてはみ出したため折り返












一一」、『内陸アジア ・西アジアの相会と文化』東京、 一九八三、二O九 二三一頁。TMoriyasu，“An 
Uigur Buddhist’s Letter of the Yuan Dynasty from Tun huang (Supplement to {Uigurica from Tun-






凶「SYN＇は korrni.~ にかかる副詞ではなく 「私J£！［］ち手紙の差出人の名前であろ う。SY’Nではなく
SYN’（Sina）と読むべきかもしれない。」（森安 [1983214 (n 2)]) 
凶 Qのoについては、森安 ［1985:85］に 「ハミル トン氏はこのqayaをモンゴル期に頻出する一種の称号
と考えている（cf.J Hamilton，“Un acte ouigour de vente de terrain provenant de Yar-khoto’； Turcica, 
l, Paris 1969. pp 50-51）。qayaとあれば必ずモンゴル期というふうに限定するわけにはいかないが、少
なくとも、このqayaという要素を含む人名が頻出するのがモンゴル期の特徴であることは認めてよい。
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『元史』や『元文類jなどのi英文史料では海牙 （布イヰ海牙 ・牙児八海牙 －吉台海牙 ｜珂里海牙 ・忽失j毎牙 ・
土堅海牙 ・月奉連赤海牙 ・阿礎海牙 ・J見更！！海牙 阿思1量l淘：牙 .J!l1t恵1海牙 .fli!Jfi深海牙 ・阿搭海牙）、
海涯 （小雲石海涯 ・忽都海涯 八三海iJf)、凱雅、JI合引tなどと写されている。尚、ここに列挙した人物
のほとんどはウイグル人である。他方、カラ氏によって解説された敦健千仏洞内の壁面に記されたウイ
グル諾銘文 （落書き） 1にも、このqayaのついた人名がいくつもみえ る （cf.G. Kara守＂Petites
inscriptions ouigoures de Toueng-houang", Hungaro-Turcica, Studies in Honour of Julius Nemeth. 
Budapest 1976. pp. 55 59）。」とある。
防） 「不明。cikziなら七宝の一つである郁傑 （貝） を指す。cf.L. Ligeti. "U口vocabulairesino-ouigour des 
Ming”。ActaOrient. Hung, XIX, Budapest 1966. p. 151」（森安［1983215 (n 14)]) 
。 「中国語「法華経」の借用語。BernhardKarlgr巴n.Grammata Serica Recensa. Kungsbacka 1972 (Repr 
from the Bulletin of the Museum of Far Eastern Antiquities. No. 29. Stockholm 1957) の再構成によ




を得た。氏によれば."abidarim sastr taqi cin kirtzi tozlzig yQrzigliirning kingzirzi acdaci tikis』’「アピダ
ルマ論における真実性の義を広く開くところのTika」＝ 「阿毘達磨倶舎論実義疏」と．「疏」をacーを用
いて訳す実例があるという （Or.8212-75A, la 2）。」（森安［1983215-16 (n 18)]) 
［キー ワー ド］
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